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川崎フロンターレ VSアビスパ福岡戦
J1 第 19 節観戦

参加者
松山 直樹 会長　谷口 一成 幹事　松波 登 君
大塚 正一 君　齊木 貴 君　色摩 和恵 君
末永 直 君　戸川 俊雄 君

他、家族・会社関係者　計 26 名

徹底したコロナウイルス感染症対策を行った上で、等々力競技
場の 6 階テラス席から川崎フロンターレ VS アビスパ福岡戦
を観戦してきました。例会が行われた日中とは打って変わって
大雨の天気となり、落雷の恐れがあったため後半戦開始が遅れ
るほどでした。そのような中でもフロンターレは 3 対 1 で勝
利し、最後は戸川俊雄会員の音頭で「万歳三唱」で締めくくり
ました。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

この試合で初めて名前を聞く人も多かったと思いましたが、遠
野大弥選手が大活躍しました！どんな選手だろうと興味を持ち
ましたので、遠野大弥選手を『日刊スポーツ』のウェブサイト
の記事よりご紹介します。

日刊スポーツのフロンターレ担当 杉山理紗記者が翌日サイト
に上げた記事です。

ちなみに、杉山理紗記者は、武田信平名誉会員、財団奨学生 
呉田幸子さんのサッカー部の後輩です。

記：大塚正一

「川崎Ｆ 22歳のシンデレラボーイ、アマ出身
遠野大弥が秘める可能性」

J1 首位を快走する川崎フロ
ンターレに、22 歳のシンデ
レラボーイがいる。14 日の
アビスパ福岡戦でゴールを決
めた FW 遠野大弥は、アマチュ
アを経由して、今季 J1 王者
にたどり着いた。
静岡の名門、藤枝明誠を卒業
後、17 年 に JFL（4 部 相 当 ）

のホンダ FC に入団した。「大学に進学するつもりだった
けど、高校サッカー選手権（静岡県大会）の準決勝をホ
ンダさんが見てくれて、声をかけてもらった。アマチュ
ア最強クラブなので、そこで自分を磨ければと思った」。
働きながらサッカーをする道を選んだ。
入団当初は、プロへのステップアップなど、視野に入っ
ていなかったという。転機は 3 年目の 19 年。天皇杯で
札幌、徳島、浦和と J クラブを下してベスト 8 入りし、
ホンダ旋風を巻き起こしたことだった。「プロのチーム
とやることで、自分はもっともっとできるんだと思って、
プロを目指すことを決めた」と、自身の可能性に挑戦す
ることを決めた。
川崎 F 移籍初年度は、いきなり福岡に期限付き移籍した。
プロ初挑戦だったが指揮官の信頼を得ると、41 試合 11
得点でチームの得点王に輝いた。J1 昇格の立役者となり、

「できすぎかなと思ったシーズン。昇格も経験させても
らって自信につながった」と、満を持して J1 王者に合
流した。
そして、古巣戦でゴールを決めた。「古巣とか、こうい
うことをあまり経験してこなかったので。（福岡は）手ご
わくて、本当に不思議な感じがしたけど、ここで成長を
アビスパサポーターに見せられたのかな」。スタジアム
の一角に陣取った福岡のサポーターへ、思いをはせた。
実力でカテゴリーの階段を駆け上がった遠野はまだ 22
歳で、東京五輪世代でもある。ここからの活躍次第では、
アマチュア出身の五輪代表が誕生…なんてシンデレラス
トーリーがあるかもしれない。
記：杉山理紗 『日刊スポーツ』ウェブサイト
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出典： 川崎フロンターレ公式ホー
ムページ
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